
未
来
へ
つ
な
げ
る
シ
ル
ク

「
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
紀
要
」
第
1
9
号
発
刊

開
館
6
0
周
年
の
記
念
誌
に

岡
谷
市
の
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
は
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た

岡
谷
の
蚕
糸
業
に
関
す
る
証
言
、
研
究
成
果
を
記
録
す
る
「
岡

谷
蚕
糸
博
物
館
紀
要
」
第
1
9
号
を
発
刊
し
た
。
昨
年
に
迎
え
た

開
館
6
0
周
年
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
1
0
周
年
の
記
念
誌
と

し
て
位
置
付
け
る
冊
子
。
研
究
者
、
シ
ル
ク
関
連
施
設
や
団
体

関
係
者
ら
を
含
む
5
9
人
が
執
筆
し
た
。
先
人
の
足
跡
を
再
認
識

し
、
蚕
糸
絹
業
に
関
わ
る
人
た
ち
の
思
い
を
後
世
に
伝
え
て
い

く。培
っ
た
技
術
や
産
業
に
携
わ
っ

た
先
人
の
姿
か
ら
、
新
た
な
網
産

業
と
文
化
を
創
造
す
る
糧
に
し
よ

う
と
1
9
9
6
年
度
に
創
刊
。
一

時
休
刊
を
経
て
2
0
年
度
に
復
活

し
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
。

A
4
判
1
8
0
琴
。
創
刊
号
か

ら
続
く
聞
き
取
り
調
査
の
記
録
と
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開
館
6
0
周
年
記
念
誌
に
位
置
付

け
て
発
刊
し
た
岡
谷
蚕
糸
博
物

館
紀
要
第
1
9
号

（
小
山
眞
由
美
）

し
て
、
今
回
は
同
館
併
設
の
宮
坂

製
糸
所
で
蚕
糸
業
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
宮
坂
照
彦
会
長
の
証
言
を

収
録
。
か
つ
て
製
糸
業
を
営
み
、

工
女
の
食
の
た
め
に
自
家
製
み
そ

を
造
っ
た
こ
と
か
ら
醸
造
業
に
転

換
し
た
松
亀
味
噌
（
同
市
湖
畔
）

の
話
も
収
め
た
。

開
館
6
0
周
年
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
1
0
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
写
真
を
交
え
て

掲
載
。
日
本
網
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
記
念
式
典
、
シ
ル
ク
・
サ
ミ

ッ
ト
に
加
え
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
桂
由
美
さ

ん
の
ド
レ
ス
を
集
め
た
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
。

同
館
の
高
林
千
幸
館
長
（
聖
は

「
当
時
働
い
て
い
た
人
の
思
い
や

生
の
声
を
記
録
と
し
て
残
し
て
い

く
役
割
が
あ
る
。
こ
の
冊
子
が
後

世
の
人
た
ち
の
未
来
へ
つ
な
げ
る

架
け
橋
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。

5
0
0
部
製
作
。
税
込
み
1
8

0
0
円
。
同
館
と
笠
原
書
店
本
店

（
同
市
塚
間
町
）
で
販
売
。
問
い

合
わ
せ
は
同
館
（
電
話
0
2
6
6

・
2
3
・
3
4
8
9
）
へ
。


